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　今年度の前半は、新型コロナウィルスが私たちの生活に
大きな影響を与えるものとなりました。4月の感染拡大では
非常事態宣言が出され、私たちの生活に大きな制限がか
けられました。愛媛大学でもBCPステージがレッドとなり、
生命や健康を守ることを最優先とし、教育・研究活動に厳
しい制約が課せられています。その後、徐々に感染拡大も
落ち着き、BCPステージも下げられました。しかし、ここ
に来て感染者の減少傾向が止まり、徐々に増加しているよ
うにも見えます。まだまだ、気が抜けない状態が続きます。
さてセンターでは、昨年、海外の研究機関に転職しました
大西響子さんに代わり、４月から新メンバーとして久保真理
子さんが加わりました。久保さんは銀河進化について精力
的に研究しており、当センターで進めている超巨大ブラック
ホールの成長と銀河進化の研究を進める上で大きな戦力に
なるものと期待しています。また、７月には研究拠点第一チー
ムの部員として、当センターを担当してくれた山田道子さん
が異動となり、新しく吉原育美さんが担当することになりま
した。事務方面から教育・研究活動をサポートしてくれる
こと、とても心強く思います。この二人の新しいメンバーを
加えて、今年度の活動を行なっています。
　４月以降は新型コロナの影響で大学内での教育・研究
活動が大きく変わり、当センターの活動も影響を受けまし
た。学内での感染拡大を防ぐという配慮から、レッドステー
ジでは、原則、全員在宅での活動となりました。在宅勤務
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は初めての経験で、遠隔での授業に向けた準備や研究室
の学生、大学院生への研究活動の指示や連絡、共同研究
者との打ち合わせなどをやって過ごしていました。共同研
究者との打ち合わせで必ず出るのが、コロナの影響はどう
だとか、授業をどうしているかなどです。参考にさせてもら
いながらも、お互い慰め合っていたような気がします。いろ
いろやっているように書きましたが、家での作業は大学ほ
ど効率良くなく、開き直って、時には散歩したりとマイペー
スに過ごしていました。
　現在は、許可制ですが、大学での活動が可能となり、
学生も研究室の研究環境を利用でき、教員も対面での指
導が可能となりました。指導する立場としては、学生の顔
を見て指導できるというのは、いろいろな意味で安心でき
ます。センター行事では、年平均15,6回対面で開催してい
たセンター談話会をリモート談話会という形で少しずつ開催
するようになってきました。談話会は研究者同士の交流の
場でもあるので、再開は嬉しいものです。また、人の移動
や大規模な集会には制限があるため、学外での研究打ち
合わせ、研究会や学会などは中止や延期となりましたが、
最近では対面から遠隔ビデオシステムを用いたものへと移
行されています。このニュースレターにも、遠隔ビデオシス
テムを使った研究集会や学会について報告されてますので、
是非ご覧ください。遠隔は不便なところもありますが、愛
媛からの移動の手間がなくなる上、交通費も発生せず、と
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「リモート観望会」で、60cm反射望遠鏡に取り付けられたCCDカメラと望遠鏡がとらえた銀河。
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　8月31日から9月4日にかけて、オンライン国際研究会
“ Protoclusters: Galaxies in confinement ” に参加しまし
た。現在の宇宙では銀河団と呼ばれる銀河の密集領域に
は古い大質量楕円銀河、銀河密度が少ない領域には若い

Protoclusters: Galaxies
in confinement

ても助かる面もあります。
　センターの社会貢献活動では、７月と１２月頃の年２回
行なっている一般向け講演会を感染のリスクが避けられな
いことから、いずれも中止としました。毎回、座席がほぼ
埋まるほど多くの方に参加していただいているだけに、とて
も辛い判断となりました。是非、近いうちに再開できれば
と思います。この一方で、今年度は、社会貢献に関して一
つのチャレンジを行っています。愛媛大学は久万高原町と
平成29年11月20日に連携協力協定を結んでおり、その連
携内容の一つに、教育・文化の振興を揚げています。久
万高原町には、教育・文化の振興を目的に久万高原天体
観測館が設置されており、その目玉は口径60cmの反射望
遠鏡です。この望遠鏡を使った連携を宇宙進化研究セン
ターから提案しており、その１つが「 リモート観望会 」です。
遠隔ビデオシステムを用いて、口径60cmでとらえた画像を
配信するというもので、観測館の学芸員の藤田康英氏と企
画実施しています。添付の写真は、４月にテスト撮影を行
なった時のもので、60cm反射望遠鏡に取り付けたCCDカ
メラとそのカメラでとらえた銀河になります。大口径という
こともあり、驚くほど手軽に銀河の撮影ができます。配信
可能かどうかの確認の後、天体観測館を拠点に活動され
ている宙（そら）ガールの方にも参加してもらい、テスト観望
会も実施してきました。次は年明けに、冬の夜空でのテス
トを行う予定です。将来、リモート観望会をより多くの方を
対象に実施し、宇宙と久万高原町に興味を持ってもらえた
らと思っています。
　新型コロナウィルスは、まだ、明確な出口が見えておらず、
長期戦になりつつあります。活動を完全にやめれば感染は
防げるかもしれませんが、それもできません。Withコロナ。
コロナ禍であっても私たちが社会的活動を送れるようにと
共存の道を模索しています。大学でも、大学としての役割
が全うできるように、共存の道を探しています。当センター
もコロナと共存しながらの活動が続きますが、今後ともご
支援、ご理解をいただけると助かります。       （ 粟木久光 ）

　令和2年4月より、宇宙進化研究センターの宇宙大規模
構造進化部門に特定研究員に着任した久保真理子と申しま
す。東北大学大学院で学位をとり、その後、東京大学宇
宙線研究所、国立天文台を経て、こちらに着任しました。
　私たちの宇宙では、銀河団のような銀河密度の高い領
域では大質量の楕円銀河、銀河がまばらな領域では渦巻
銀河のような銀河が分布する環境依存性があります。これ

は銀河の形成進化と環境が深い関わりをもってきたことを
示唆しています。私は環境依存性がいつどのように生まれ
たか解明するため、宇宙の歴史約138億年の中で最も活発
に銀河が生まれたとされる約100–120億年前の銀河団の祖
先、原始銀河団を研究してきました。銀河の性質を解明す
るためには、目に見える可視光だけではなくさまざまな波
長で観測しなければなりません。星質量は銀河がどれくら
い出来上がったかの指標になりますが、遠方銀河の星質量
を求めるには赤方偏移のため、近赤外線での高精度観測
が必要です。また、特に活発な星形成銀河は塵に覆い隠
されてしまっており、星形成の様子を知るには星形成活動
で温められた塵からの赤外線再放射の観測が必要です。
私は原始銀河団の可視近赤外線多波長観測による研究や、
すばる望遠鏡Hyper Suprime-Camによる超広域可視光
探査に基づく大規模な原始銀河団カタログの赤外線アーカ
イブデータ解析から、原始銀河団での星質量集積史や塵
に隠された星形成活動を研究してきました。
　これらの研究の中では活動銀河核(AGN)と呼ばれる、
成長中の超巨大ブラックホールによる現象が原始銀河団で
より活発であることも示唆されています。ぜひAGNを活発
に研究されている宇宙進化研究センターの方 と々ともに、
超巨大ブラックホールの成長と環境との関係や、銀河進化
におけるAGNの役割について理解を深められればと思い
ます。

　令和2年7月より宇宙進化研究センターの事務を担当する
ことになりました研究拠点第一チームの吉原です。
　私は愛媛大学理学部化学科の出身で、平成23年度に卒
業しました。事務方としてですが、こうしてまた研究に関わ
る業務ができることになり、嬉しく思います。
　何かとご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、
皆様の教育・研究活動をサポートできるように頑張ります。
今後ともよろしくお願いいたします。

久保 真理子
（宇宙進化研究センター・特定研究員）

吉原 育美
（研究支援課・研究拠点第一チーム・・部員）

新 メ ン バ ー 紹 介
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渦巻銀河が分布する環境依存性があり、私たちの宇宙で
どのように銀河が生まれ、現在の姿に育ったか解明する上
で欠かせない要素の一つです。特に約100–120億光年前の
宇宙の銀河密集領域=原始銀河団は最も活発に銀河形成
が行われた重要な時代とされ、活発に研究されています。
この研究会では原始銀河団に関連した国内外の最新の研
究の発表が行われました。
　この研究会で私は “ Mid Infrared view of protoclusters ” 
というタイトルで、原始銀河団の中遠赤外線帯での性質の
統計的研究についての発表を行いました。現在、すばる望
遠鏡に搭載された超広視野カメラHyper Suprime-Cam 
(HSC)による超広域深宇宙探査が進められています。原始
銀河団は1平方度あたり１個程度と希少で統計的研究が困
難だったのですが、HSCによって初めて100個以上の原始
銀河団の統計的研究が可能になりました。一方、活発な星
形成銀河の場合、銀河の塵による吸収で、すばるのような
可視近赤外線望遠鏡で捉えることが難しくなります。それ
らの隠れた星形成銀河を見つけるには塵からの赤外線放
射の検出が必要です。私たちはHSCとPlanck衛星などの
赤外線アーカイブデータを組み合わせ、初めて原始銀河団
の典型的な中遠赤外線光度を解明しました。赤外線観測
による原始銀河団の隠れた星形成銀河の研究は、この研
究会でも非常に熱い話題であり、議論セッションでも高い
注目を集めました。
　研究会の“ confinement ”というタイトルには、COVID-19
によって閉じ込められた私たちと、重力的に束縛された最
も巨大な構造である銀河団がかけられているようです。ブ
ラジル時間での開催で日本からは時差がキツかったです
が、鬱 と々した生活を研究に昇華したような大変充実した
内容の研究会でした。　　　　　　　　    （ 久保真理子）

天文・天体物理若手夏の学校

020年8月24日から8月27日の４日間、オンラインで開
催された研究会「 第50回天文・天体物理若手夏の

学校 」に参加しました。この研究会は、全国の天文分野
の大学院生や若手研究者が自身の研究を発表するというも
のです。愛媛大学からは登口、城、米倉、山本が参加し
て発表を行いました。この研究会では7つの分科会（ コン
パクト天体・宇宙素粒子、観測機器、銀河・銀河団、星間
現象、星・惑星形成、太陽・恒星、重力・宇宙論 ）が開
催され、それぞれの分科会ごとに活発な議論が行われまし
た。
　私は銀河・銀河団分 科 会で「 すばる望遠 鏡 Hyper 
Suprime-Camを用いた高赤方偏移電波銀河の調査 」とい
うタイトルでリモート発表を行いました。これまでの研究か
ら、銀河中心にある超巨大ブラックホールの質量と母銀河
の質量の間には相関関係が見られることが確認されてお

り、超巨大ブラックホールと母銀河が互いに影響し合いな
がら共進化してきたと考えられています。しかし、この共進
化は比較的近傍（ 低赤方偏移 ）で示唆されている現象であ
り、遠方（ 高赤方偏移 ）でこの現象が見られるかは知られ
ていません。そこで本研究では、高赤方偏移で共進化とい
う現象が起きているか調べるために共進化の最終段階と考
えられている電波銀河に着目し、高赤方偏移電波銀河の探
査を行いました。すばる望遠鏡に搭載されているHyper 
Sprime-Cam （ HSC ）というカメラの広視野かつ高感度の
観測データを使うことで過去最大の天体数の高赤方偏移電
波銀河候補を選出することができました。この候補天体が
本当に高赤方偏移電波銀河であるかを調べるために、K-z 
relationという関係に着目しました。この K-z relationは、
電波銀河の赤方偏移と近赤外線のKバンドの明るさに相関
が見られるというもので、今回の高赤方偏移電波銀河候補
天体がこの関係と矛盾しない性質を示すことがわかりまし
た。発表の後、研究会の参加者からは、電波銀河を選出
する際の条件について具体的なコメントを頂きました。研究
会では、さまざまな研究内容について聞くことができ、新
たに知るような内容が多く新鮮な経験になりました。今後
の研究にとって、とても有意義な研究会になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ 山本優太 ）
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センター談話会

第129回
山田 智史 氏（京都大学宇宙物理学教室） 
中間赤外線とX線で探る超/高光度赤外銀河が持つトーラス
構造と巨大ブラックホールの進化
9月23日（水）16：00～
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宮澤拓也・粟木久光・石橋和紀・北口貴雄・玉川 徹・榎戸輝揚・内山慶祐・武田朋志・吉田勇登・郡司修一・
Henric Krawczynski・Fabian Kislat・岡島 崇・田村啓輔・林多佳由・Mark Pearce・XL-Caliburチーム, 「 硬X線偏
光観測実験 XL-Calibur 気球の 2022 年フライトへ向けた準備状況 」, 日本天文学会2020年秋季年会, オンライン  
（ 2020年9月 ）

松本浩典・山崎典子・満田和久・篠崎慶亮・ 前田良知・粟木久光・坪井陽子・ 江副祐一郎・山口弘悦・佐藤浩介・
中嶋 大・深沢泰司・大橋隆哉・上田佳宏・寺島雄一・太田直美・馬場 彩・海老沢研・寺田幸功・鶴 剛・常深 博, 「 X
線天文衛星Athena計画の現状 」, 日本天文学会2020年秋季年会, オンライン （ 2020年9月 ）

根來 均・中島基樹・青木真凜・三原建弘・松岡 勝・岩切 渉・北古賀智紀・岡本 豊・志達めぐみ・菅原泰晴・庭野
聖史・河合誠之・他MAXIチーム, 「 MAXI/GSCが検出した2020年度前半の突発現象: X線連星系の短期長期活 動と
増光する矮新星SS Cygの検出 」, 日本天文学会2020年秋季年会, オンライン（ 2020年9月 ）

内田悠介, Abarr, Q., 粟木久光, Bose, R.,Braun, D.,  de Geronimo, G., Dowkontt, P., 榎戸輝揚,Errando, M.,深沢泰司E, 
Gadson, T., Guarino, V.,郡司修一, Harmon, K., 林田 清, Heatwole, S., 石田 学, Kislat, F., KissL, M., 北口貴雄, 
Krawczynski, H., Iyer, N. K., Kushwah, R., Lanzi, J., Li, S., Lisalda, L., 前田良知, 松本浩典, 宮澤拓也, 水野恒史, 岡島 
崇, Pearce, M., Peterson, Z., Rauch, B., Ryde, F., 斎藤芳隆, Stana, T.-A., Stuchlik, D., 高橋弘充, 武田朋志, 玉川 徹, 田
村啓輔, 常深 博, 内田和海, 内山慶祐, West, A., Wulf, E. A.,  吉田勇登, XL-Caliburチーム, 「 硬X線集光偏光系XL-
Calibur気球実験の準備状況と0.8mm厚CZT検出器の性能 」, 日本物理学会2020年秋季大会, オンライン （ 2020年9月 ）

中澤知洋・森 浩二・ 村上弘志・寺田幸功・ 久保田あや・ 榎戸輝揚・馬場 彩・小高裕和・高橋忠幸・谷津陽一・小林
翔悟・幸村孝由・萩野浩一・内山泰伸・北山 哲・ 石田 学・渡辺 伸・山口弘悦・大橋隆哉・中嶋 大・古澤彰浩・鶴 剛・
上田佳宏・田中孝明・内田裕之・ 松本浩典・野田博文・常深 博・伊藤真之・信川正順・信川久実子・太田直美・粟
木久光・寺島雄一・深沢泰司・水野恒史・高橋弘充・武田彩希・赤松弘規・Hornschemeier・ A. E.・岡島 崇・
Zhang・ W. W. X・大野雅功・他FORCE WG, 「 広帯域X線の高感度観測衛星 FORCE：ミッション提案とサイエン
ス目的の深化 」, 日本物理学会2020年秋季大会, オンライン （ 2020年9月 ）

Ishisaki, Y., Kelley, R. L., Akamatsu, H., Awaki, H., Bialas, T. G., Brown, G., V., Chiao, M. P., Costantini, E., den 
Herder, J.-W., Dipirro, M. J., Eckart, M. E., Ezoe, Y., Ferrigno, C., Fujimoto, R., Furuzawa, A., Graham, S. M., Grim, 
M., Hayashi, T., Horiuchi, T., Hoshino, A., Ichinohe, Y., Iizuka, R., Ishibashi, K., Ishida, M., Ishikawa, K., Kilbourne, C. 
A., Kitamoto, S., Leutenegger, M. A., Maeda, Y., McCammon, D., Mitsuishi, I., Mizumoto, M., Mori, H., Ohashi, T., 
Okajima, T., Paltani, S., Porter, F. S., Sato, K., Sawada, M., Seta, H., Shibano, Y., Shirron, P. J., Sneiderman, G. A., 
Soong, Y., Szymkowiak, A. E., Takei, Y., Tamagawa, T., Tsujimoto, M., Uchida, Y., de Vries, C. P., Yamada, S., 
Yamasaki, N. Y., Yasuda, S., Yoshioka, N.,「 X線分光撮像衛星 XRISM 搭載 Resolve の開発の現状 VI 」, 日本物理学
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